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星田地区山腹崩壊

県道熊本高森線

風当地区公民館

神社倒壊西原村の取組
～地域コミュニティと防災～



熊本県西原村

阿蘇外輪山の西に位置し、
東西約9ｋｍ 南北8.5ｋｍ 総面
積77.22ｋ㎡で、「水と緑とひ
かりの村」をキャッチフレー
ズに、発展と人口増加を続け
ていました。
平成２７年には経済指標ラ

ンキング（農業や製造業、村
の財政力など８部門評価）で
「競争力の強い村」として日
本一の評価を得ました。

人口は６,７５０人（H29.8月
末現在）
県庁まで２５分
熊本市中心部まで４０分
東京まで９０分
※阿蘇くまもと空港まで５分
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・４月１４日（木） ２１時２６分 Ｍ６.５ 震度６弱

・４月１６日（土） １時２５分 Ｍ７.３ 震度７

■被害の状況 （8/31 時点集計）

◇ 人的被害
死者 8名（震災関連死 3名含む）
負傷者 56名（内重傷者18名）

◇家屋・建物被害
村内2,471棟の内、1,376棟（55.7%）が全半壊

全壊 512棟（20.7%） 大規模半壊 201棟（8.1%）

半壊 663棟（26.8%） 一部損壊 1,095棟（44.3%）

【 地震及び被害等の概要 ： 西原村 】



大切畑地区全景

３４棟中３０棟が全
壊

（26世帯）
集落全体の８８％が全

壊で半壊以上も含めると
９４％の住家が被災した。
住家の下敷きとなった９
名を消防団員と地域の
方々で３時間以内に救出。
他にも半壊以上の被災

をした住家が５割以上と
なった地区が３４/４６地
区あった。



【概要】

地域住民の防災意識向上と、地域
コミュニティの災害時連携を確立す
ることを目的とした全住民参加型に
よる防災訓練。村と消防団の共催
により、2年に1回実施している。

【基本想定】

・前日までの大雨により地盤が脆弱
な状態
・布田川断層を震源とする、M7.0の
地震が発生し、阿蘇地域の各地で
震度6弱～6強を観測

・複数箇所で被害が発生（火災、土
砂災害、孤立集落、家屋倒壊 等）

■西原村発災対応型防災訓練



消火訓練（下古閑地区） 消火訓練（星田地区）

炊き出し訓練（医王寺地区） 毛布担架づくり（下小森・前鶴地区）



孤立集落対策訓練 炊き出し訓練

起震車体験 救命救護訓練



平成15年度から隔年で実施してい
る発災対応型防災訓練
（平成２７年度実施の様子）

余震が続く中での救出作業は、二
次災害の危険を回避する為、屋根
を開け建物の中に入る。

倒壊家屋救出訓練（平成２７年８月３０日実施）



大切畑地区 人命救助（救出箇所）

布田地区 人命救助（救出箇所）

実際に消防団や地域住民で人命救助
が行われた。（地域コミュニティ＝
共助）



平成２９年度
西原村発災型防災訓練

平成２９年５月２８日、地震後初めてとなる
西原村発災型防災訓練を行った。

村民２４４２人が参加。各地区指定の避難所に避難
し、人員報告を行った後、オプション訓練として各
地区で消火器の取り扱い訓練や、土嚢作りなどが行
われた。



まとめ
TDA・・・共通の目標に対して関係するステークホルダーが協働して取り組
むことで、個々が持つ力の限界を超える効果をもたらす解決アプローチ。

住民と行政の協働

熊本地震では・・・
消防団を中心とした住民による救助活動、情報収集、伝達
避難者自らによる避難所運営 …etc

→日常で培われた地域コミュニティのおかげ

一例として・・・
村主催のイベント（発災対応型防災訓練、村民球技大会、道路品評会…etc）に、

住民が積極的に参加することで、多くの利益となる。
（イベント自体の成果、コミュニティの強化…etc）

地域コミュニティ ＝ 防災力

基礎自治体の役割
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